
［第

二

話
］

能
力
は
す
な
わ
ち
情
熱
で
あ
る

尾
崎

士
郎

東
海
林
太
郎
が
有
名
に
な

っ
た
の
は

「赤
城

の
子
守
唄
」
（佐
藤
惣
之
助
作
詞
）
で
す
が
、

尾
峙
士
郎

『人
生
劇
場
』
の
映
画
主
題
歌
の
作
詞

・
作
曲
は
佐
藤
惣
之
助

・
古
賀
政
男
で
す
。

小
説

『人
生
劇
場
』
は
青
春
篇
に
続

い
て
、
愛
欲
篇

。
残

侠

篇

・
風
雲
篇
な
ど
全
部
で
八
篇

あ
り
、
昭
和
八
年
か
ら
三
十
四
年
ま
で
書
き
続
け
ら
れ
た
大
作
で
す
。

士
郎
は
愛
知
県
吉
良
の
生
ま
れ
で
、
青
年
時
代
に
生
家
は
没
落
、
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
早
稲

田
大
学
で
学
び
、
作
家
を
志
し
ま
す
。
大
正
十
年
に
時
事
新
報
の
懸
賞
小
説
で

『獄
中
よ
り
』

が
第
二
席
で
入
選
し
ま
す
。
そ
の
時
の
第

一
席
だ

っ
た
の
が
宇
野
千
代
の

『脂
粉
の
顔
』
で
、

受
賞
の
翌
年
よ
り
二
人
の
同
棲
が
始
ま
り
ま
す
。
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都
新
聞

（東
京
新
聞
）
に
連
載
し
た

『人
生
劇
場

。
青
春
篇
』
が
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
る
と
、

大
正
十
二
年
に
出
会

っ
て
以
来
か
ら
変
わ
ら
ぬ
親
友
で
あ

っ
た
川
端
康
成
が
書
評
で
取
り
上
げ

絶
賛
し
ま
す
。

川
端
は
感
動
の
あ
ま
り
幾
夜
か
眠
れ
な
か

つ
た
と
書
き

「
実
に
わ
が
国
で
は
驚
異
に

価

す

る
ま
こ
と
の
大
小
説
で
あ
る
。
比
肩
し
得
る
作
品
は
容
易
に
見
当
た
る
ま

い
」
と
激
賞
し
た
の

で
し
た
。

戦
争
中
は
ペ
ン
部
隊
と

い
わ
れ
た
従
軍
作
家
と
し
て
戦
地
に
赴

き

『石
田
三
成
』

や

『真

　

１３

田
幸
村
』
な
ど
歴
史
小
説
を
新
聞
に
連
載
し
、
戦
記
物
も
多
く
残
し
て
い
ま
す
。
戦
後
、
三
十

年
ぶ
り
に
帰
郷
し
た
士
郎
は
、
吉
良

の
人
び
と
の
歓
迎
に
涙
が
止
ま
ら
な
か

つ
た
そ
う

で
す
。

義
理
人
情
を
肯
定
し
、
素
朴
な
人
間
味
を
追
求
し
た
彼

の
作
風
は
、
そ
の
人
生
を
通
じ
て

一

貫
し
て
い
ま
す
。
彼

の
出
身
地
、
吉
良
を
江
戸
時
代
に
治
め
た
、
吉
良
上

野

介
は

忠

臣
蔵

の

芝
居
で
は
悪
者
で
す
が
、
地
元
で
は
領
民
に
慕
わ
れ
た
名
君
で
し
た
。
清
水
次
郎
長
が
建

立

し
た
、
浪
曲
で
知
ら
れ
る

「吉
良

の
仁
吉
」
の
、
立
派
な
墓
は
香
華
が
絶
え
ま
せ
ん
。

『人
生



劇
場
』
に
登
場
す
る
侠

客
の
吉
良
常
は
仁
吉
の
子
分
だ
つ
た
と
い
う
設
定
で
す
。

士
郎
は
多
く
の
人
を
愛
し
、
愛
さ
れ
、
ま
た
酒
と

将
棋
と
相
撲
を
愛
し
た
作
家
で
、
昭
和

二
十
五
年
に
は
日
本
相
撲
協
会
か
ら
横
綱
審
議
委
員
会
委
員
を
委

嘱

さ
れ
た
ほ
ど
で
す
。

地
元
に
は
生
誕
の
地
碑
や
文
学
碑
な
ど
が
建
て
ら
れ
、
平
成
十
四
年
、
新
た
に
尾
崎
士
郎
記

念
館
が
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

※
尾
崎

士
郎

（お
ざ
き

し
ろ
う

。
昭
和
三
十
九
年

（
一
九
六
四
年
〉
没

・
六
十
六
歳
）

◎
　
義
理
人
情
を
肯
定
し
た
、
尾
崎
士
郎

の
作
風
は
共
感
す
る
こ
と
が
多

い
で
す
。

ぞ

「
日
本
人
」
と
。

◎
　
小
説

「
人
生
劇
場
」
を
川
端
康
成
が
激
賞
し
た
の
は
本
物

の
小
説
の

証

で
す
ね
。

◎

　

「能
力
は
す
な
わ
ち
情
熱
で
あ
る
」
は
名
言
で
す
。

こ
れ

一

（Ｍ
生
）
一
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